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対象畜種

豚

協議会構成員

(農)安曇野北穂高農業生産組合、あづみ農業協同組合、
穂高地域営農支援センター、安曇野市水田農業推進協議会、
佐原養豚場、（オブザーバー）安曇野市、県松本地方事務
所、県松本農業改良普及センター

供試品種

キヌヒカリ　　2.1ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆ＪＡ倉庫から粉砕工場までの移送は、ＪＡの手配により
確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に10％配合。肥育豚に対して
120日齢から出荷まで給与。

調査項目：①嗜好性　　　　　　　

飼料用米生産面積

2.1ha

取組内容

取組の概要
②肉質調査（増体重、枝肉重量、肉質等級）
③肉質分析（オレイン酸）

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆飼料用米栽培ほ場への看板設置
◆飼料用米解説のパンフレット作成（飼料用米給与のススメ）
◆飼料用米給与豚の試食会
（飼料用米を給与した豚の飼育発表会並びに豚肉試食会）
◆消費者を産地に招き、稲刈り体験の実施

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■粉砕・配合工場までの移送は、破袋等の事故もなく実施
できました。
■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定多
数の生産は難しいと思われます。
■畜産農家の購入希望価格と水稲農家の納入希望価格にギ
ャップがあるため、米政策に基づく継続した助成金確保
が必要と思われます。
■保管・出庫・輸送・粉砕などの経費がかかり飼料用米の
再生産価格の維持に課題を残しました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米を給与した豚の発育のほうが若干上回りました。
■エサとして嗜好性では、よく食べ、選別して残すことは
ありませんでした。
■飼料用米給与による肉質の改善・変化・ 厚脂・薄脂、
ガリ等の格落ちは認められませんでした。
■試食会での食べ比べでは、参加者からは、飼料用米給与
豚の方がおいしい（特に脂があっさりしている）との意
見が出されました。
■オレイン酸の増加は認められませんでした。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■飼料用米を給与するという取組の意義（国産飼料であるこ
とや、水田の維持ができること等）から、食味（おいしい
との評価）に至る、全体の流れについて高い関心を得てい
ます。
■取組は生協を通じて浸透し始めており、実際の豚肉供給及
び商品販売が開始されています。
（商品名：お米そだちの「みのりぶた」）

長野県 安曇野飼料用米導入定着化推進協議会


